
顔に⿊い斑点 ーマユタテアカネー

秋が深まるにつれ、たくさんの赤とんぼが飛び交うよう
になります。鮮やかな夕焼け色をしているため赤トンボと
呼ばれていますが、「アカトンボ」という種類のトンボは
ありません。赤トンボと呼ばれているトンボのほとんどは、
「○○アカネ」という名前が付けられたアカネ属という仲
間で、陶史の森でも数種類のアカネ属に出会います。どの
トンボも赤い体をしていますが、翅

はね

や胸部の模様に違いが
あり、顔面に２つの黒い斑点がある赤トンボを「マユタテ
アカネ」といいます。
大きさは３～４㎝ぐらいで、オスは成熟すると、真っ赤

なお腹になります。メスは赤くなることはありませんが、
オス・メスどちらも顔面に２つの黒い眉

び

班
はん

があり、眉を立
てたように見えるのでこの名前が付きました。６月頃から
見られ、８月から10月までが最盛期になります。卵の状
態で数カ月を過ごし、幼虫期間も３～６カ月ほどで、一年
一世代での世代交代を繰り返します。平地から低山地の湿
地や池などで全国的に見ることができ、木立が多くて日陰
が多いような薄暗い環境が好みのようです。飛んでいる時
は分かりにくいですが、小枝などに止まって休んでいる時
に顔の眉班を見てください。

きのこ教室（要申込）

10月１日（日）午前９時～11時
陶史の森に生えるきのこを観察します。
９時～10時　各自できのこを採集
10時　ウッディドームにて受付
  　　小グループ判別会（講師対応）
11時　解散
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バードウオッチング（要申込／定員10人／雨天中止）

９月
９月24日（日）午前９時～11時
初秋の野鳥を観察します。
10月
10月22日（日）午前９時～11時
秋の野鳥を観察します。
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陶史の森ネイチャー
センター横、林泉の
池堤防に集合してく
ださい。

27 2023.9　広報とき

いきものふれあいの里　「陶史の森」だより
土岐市ネイチャーセンター

（☎59-5144）

陶史の森は自然環境保護地域です。動植物や石などは絶対に採らないでください。また、ペットの同伴はご遠慮ください。
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